





















































































































































































































































































































































































































































































































『六玉川  萩の玉川』 鈴木春信
　古来、歌枕として名高い六つの玉川を
テーマに、それぞれの玉川にちなむ和歌
を掲げ、その歌意を江戸風俗に置きかえ
て表した六枚揃えの「六玉川」。そのうち
の一つが「萩の玉川」。春信は古典を当
世美人に翻案する見立絵を多く手がけ
たが、中でもこの揃物は優雅で格調高い
代表作の一つ。その六図がすべて揃う
のはメトロポリタン美術館と当館のみで、
さらに当館の蔵本は保存状態が極めて
いいという。
　本作品は、肌が透ける薄物の襟元をく
つろげた娘と団扇を手にした娘が、いま
だ暑気の去らぬ夜に涼を求めて水辺に
やってきたらしい。源俊頼が近江国（滋
賀県）の名所を詠んだ和歌「あすもこむ
　野路の玉川　萩こへて　色なる浪に
　月やどりけり」（『千載集』）が記されて
いる。
　歌意のとおり、萩が咲く水辺で、２人の
娘は水面に映る月影を鑑賞している。萩
や流水の美しい曲線や、２人の娘がなす
三角形に春信の卓越した構図感覚を味
わうことができる。
中判錦絵／明和４ （１７６７年） 頃
浮世絵
坂戸よさこい
ダイナミックに舞う
秋といえばスポーツの秋、芸術の秋、食欲の秋……。色々とテーマが浮かんできま
す。秋はぜひ小江戸「川越」へお出かけくだ
さい。かつて新河岸川の舟運で栄えた川越
は、江戸との文化、商業の交流が盛んに行わ
れていました。今でも江戸の風情が残る、蔵造
りの町並みや菓子屋横丁などがあり、パワース
ポットとなる寺社も多く点在しています。また、
川越はいもの町でもあります。スイー ツはもちろ
ん、いも料理など多くの飲食店が軒を連ねてい
ます。
　お出かけにはお得なきっぷ「小江戸川越
クーポン」のご利用をオススメします。発売は東
武東上線各駅で（川越、川越市、寄居、越生を
除く）。ただし、毎年10月の第３土曜日・日曜日
に行われる「川越まつり（川越氷川祭り）」の日
には使用できないのでご注意ください。詳しく
は、東武鉄道ホームペ ジーをご覧ください。
ます。斉木さんは３年連続の参加。「自分の限界を突破する気持
ちとお客様を楽しませることを意識して踊りました。３年間、続けて
きてよかった」と流れる汗をぬぐっていました。
　また、１８日はダンスサークル「城西大学 ＳＨＯＥ LＡＣＥ」のメン
バーが３会場で力強い踊りを繰り広げ、お祭りを盛り上げました。
会も行われる「鎌北湖紅葉まつり」。
どの行事も魅力たっぷり！　ぜひ、皆さんおそろ
いで毛呂山町にお越しください。
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